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調査地域 

調査対象 

標本数 

抽出法 

調査方法 

調査時期 

有効回収率 

墨田区全域 

満20歳以上80歳未満の区民 

2,000人 

住民基本台帳による無作為抽出 

郵送配布－郵送回収調査 

平成29年７月28日～８月17日 

31.7％ 
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本区は、平成１７年に「墨田区女性と男性の共同

参画基本条例」を制定し、男女共同参画社会の実現

をめざして、さまざまな施策に取り組んでいます。

このたび、「墨田区男女共同参画推進プラン（第５

次）」（平成３１年度～平成３５年度）の策定にあ

たり、区民の皆様の御意見を施策に反映させるため

の基礎資料として「墨田区男女共同参画に関する調

査」を実施しました。 

 

 

 

【性別】                     

 

◆性別は、女性が 58.0％、男性が

41.5％です。「無回答」（0.5％）は性

別を回答しなかった割合です。 

 

 

【年齢】 

 

◆年齢は、全体では、30 歳代、40 歳

代が 20％台、50 歳代、60 歳代、

70 歳代は 10％台、20歳代は最も低

く 10％を下回ります。 

 

 

 

【回答者の就業状況】               

 

◆「正社員・正職員」が 41.9％と最も

高くなっています。類型化すると、“自

営・自由業”が 10.8％、“会社等に勤

務・在宅就業”が 64.7％、“無職・学

生”が 24.2％です。 

 

 

 

  

調査対象・調査方法・回収結果 調査の概要 

 

回答者の属性 

 

n=(633)  

自営・経営者

自由業（開業医・弁護士・習い事の先生等）

家族従業者

正社員・正職員

派遣・契約社員

パートタイム・アルバイト

内職・在宅就業

その他

専業主婦・主夫

学生（専門学校生・大学生など）

その他の無職（年金生活の方など）

無回答
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41.9
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1.7

14.1

0.5
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【共働き状況】 

 

◆回答者と配偶者の就業形態によって

共働き状況の区分を行った結果、全体

では「共働き」が 32.7％、「準共働き」

が 28.4％、「非共働き」が 37.8％と

なります。 

 

 

 
 

注：「共働き」は、回答者もその配偶者も正社員など“常勤的な就業形態”「準共働き」は、回答者かその配偶者のどちらか、あるいは

両方とも派遣やパートなどの“非常勤的な就業形態”。「非共働き」は、回答者かその配偶者のどちらか、あるいは両方とも専業主婦・

主夫、学生や年金生活者など無職の方となります。 

 

□回答は各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で表示しています。 

□百分率は少数第２位を四捨五入しました。したがって比率の合計が 100％にならない場合があります。 

□問と問の関係をみるクロス集計では、表側（縦列）は「無回答」を除いています。 

□カテゴリ（選択肢）の比率を合計して比較する場合、小数点第２位を四捨五入しているため、グラフ上の数値を合計した

ものと一致しないことがあります。 

 

 

１ 職業について 

 

【女性の職業環境について】 

 

◆職場での女性の仕事内容、待遇の男女

差は、「特にない」が最も多くなって

います。女性は、「昇進、昇格に男女

差がある」、「能力を正当に評価しない」

など、すべての項目で男性に比べて数

値が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (373)

女性 (224)

男性 (147)

37.1

26.5

27.7

29.9

33.9

42.9

1.3

0.7

(%)ｎ

32.7 28.4 37.8

1.1

(%)
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き

準
共

働
き

非
共

働
き

無
回

答

賃金に男女差がある

昇進、昇格に男女差がある

能力を正当に評価しない

配属先が限られている

補助的な仕事しかやらせていない

女性を幹部役員に登用しない

結婚や出産で退職しなければならないような
雰囲気がある

一定の年齢になると、女性の退職を推奨
するような雰囲気がある

教育・研修を受ける機会が少ない

その他

特にない

無回答
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今回調査 (633)

前回調査 (816)

今回調査 (367)

前回調査 (481)

今回調査 (263)

前回調査 (330)

36.4

34.9

29.9

44.9

46.1

19.2

21.8

27.4

5.7

7.6

4.0
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3.1
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5.5
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【再就職支援】 

 

◆全体では、「求職中も子どもを預けら

れるなど保育サービスを充実する」

「パートの労働条件を向上する」と続

いています。男性で最も多い回答は

「求人情報を入手しやすくする」であ

り、女性は「パートの労働条件を向上

する」、「出産・子育てなどで退職して

も同一企業に雇用されるようにする」

の回答も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

２ ワーク・ライフ・バランスについて 

 

【ワーク・ライフ・バランスの希望と現実】 

希望                       

 

◆希望は、前回調査と比較して「個

人の生活優先」、「仕事と個人の生

活を優先」が増加 

 

 

 

 

 

 

 

現実 

 

◆現実は、前回調査と比較して「仕

事を優先」「個人の生活を優先」

が増加、「仕事と家庭生活を優先」、

「家庭生活を優先」が減少 

 

 

 

 

  

出産・子育てなどで退職しても同一企業に雇用
されるようにする

求人情報を入手しやすくする

再就職のセミナー、講習を実施する

技術や技能を習得するための情報提供を
多くする

パートの労働条件を向上する

就職に関する相談が気軽にできるようにする

起業に関するノウハウや融資等の情報提供を
充実する

在宅ワークの情報提供や相談などの支援を
充実する

求職中も子どもを預けられるなど保育サービス
を充実する

その他

無回答

31.0

29.2

14.8

21.2

33.0
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18.6

36.0

5.2

6.5

34.1

25.9
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36.5
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5.2

20.4

40.9

4.6

6.8

27.0

34.2

17.9

22.1

28.5

29.3

10.3

16.3

29.7

6.1

4.9

0 10 20 30 40 50

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)

■女性の就業環境については、昇進、昇格、評価などの基準の明瞭化や女性の幹部役員への登用や教育・研

修の積極的な取り組みの必要性が考えられます。 
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【ワーク・ライフ・バランスの実現に必要なこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆全体では、「短時間勤務や在宅勤務など柔軟な働き方を整備する」を挙げた方が最も多くなっていま

す。続いて女性は「職場や上司の理解・協力」が多く、男性は「長時間労働を削減する」を挙げた方

が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

３ 家庭生活について 

 

【家庭生活における分担の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆すべての項目で「主に自分」が多く、『家事全般』と『家計のやりくり』で 55.5％にのぼります。『子

育てやしつけ・家庭教育』では、「主に自分」と「自分とパートナー」で差がありません。 

 

  

長時間労働を削減する

育児・介護休業制度を利用しても不利に
ならない人事評価制度をつくる

短時間勤務や在宅勤務など柔軟な働き方を
整備する

育児・介護休業時の経済的補償を充実する

保育・介護の施設やサービスを充実する

職場や上司の理解・協力

「男は仕事、女は家庭」という社会通念を改める

家庭の理解・協力

その他

無回答

42.8

21.8

45.0

25.4

33.2

38.1

13.0

20.4

6.0

2.2

33.0

22.3

46.3

26.2

31.9

40.3

15.3

26.2

7.4

2.5

56.7

21.3

43.7

24.7

35.4

35.0

9.9

11.8

4.2

1.5

0 10 20 30 40 50 60

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)

■男性も女性もワーク・ライフ・バランスの意識は高まっています。 

■育児・介護に関する人事評価や保育・介護の施設やサービスの充実面での整備の促進が反映されていること

がうかがえます。一方、長時間労働の削減や柔軟な働き方などの働き方の整備が求められており、特に男性の

意識が高まっています。 

①家事全般 (633)

②家計のやりくり (633)

③財産の管理（土地・建物・預貯金） (633)

④子育てやしつけ・家庭教育 (350)

⑤高齢者等の介護や病人の看護 (240)

⑥町会や自治会の活動 (633)

ｎ

55.5

48.8

34.0

40.0

38.9

13.6

15.5

10.3

5.8

10.9

18.5

19.9

32.0

16.3

12.3

8.5

9.3

7.1

12.5

9.5

0.6

0.8

1.1

4.6

13.7

3.3

5.7

15.4

20.8

14.7

(%)
55.5 15.6 15.3 9.5

1.1

3.0
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①家事全般                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②家計のやりくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆家事全般について、女性は「主に自分」がしているとの回答が多く、男性は「主に自分」がして

いるとほぼ同じ割合で、「主にパートナー」がしていると回答しています。 

◆家計のやりくりについて、女性は「主に自分」がしているが多く、男性は「主に自分」が多く、

「主にパートナー」「自分とパートナー」はほぼ同じ割合です。 

 

【性別役割分担意識（性別で役割を固定化する考え方）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆反対が 51.8％と、賛成 26.5％を大きく上回ります。反対は女性がやや多くなっています。 

 

  

  全  体 (633)

女性 (367)

男性 (263)

ｎ
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  全  体 (633)

女性 (367)

男性 (263)
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44.1

6.8
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8.0
1.5

3.0
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＜賛成＞ ＜反対＞ 

  全  体 (633) 26.5 51.8

女性 (367) 22.7 53.4

男性 (263) 32.0 50.2
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今回調査 (633)

前回調査 (816)

都区部 (163)

全国 (3,059)
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11.0

8.0
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3.5 7.0 33.3 44.1 9.6

1.4

(%)

女
性

は
職
業

を
も

た

な
い

方
が
よ

い

結
婚

す
る
ま

で
は

職

業
を

も
つ
方

が
よ

い

子
ど

も
が
で

き
る

ま

で
は
、

職
業

を
も

つ

方
が

よ
い

子
育

て
の
時

期
だ

け

一
時

や
め
て
、

そ

の

後
は

ま
た
職

業
を

持

つ
方

が
よ
い

結
婚

・
出
産

に
関

わ

ら
ず
、

ず
っ

と
職

業

を
も

つ
方
が

よ
い

そ
の

他

わ
か

ら
な
い

無
回

答

全
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【性別役割分担意識について】（世論調査による都区部・全国との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前回調査と比較して、反対は減少しています。都区部及び全国に比べると、賛成は男女とも少な

く、反対は都区部に比べ女性はやや少なく、男性は都区部に比べあまり差がありません。 

 

 

 

 

 

４ 女性の就労・活躍推進について 

 

【女性の就労について】（都区部・全国、前回調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前回調査より、「結婚・出産に関わらず、ずっと職業をもつ方がよい」は増加し、「子育ての時期

だけ一時やめて、その後はまた職業を持つ方がよい」が減少しています。都区部、全国より、「結

婚・出産に関わらず、ずっと職業をもつ方がよい」は低く、「子育ての時期だけ一時やめて、そ

の後はまた職業を持つ方がよい」は高くなっています。  

今回調査 (633) 26.5 51.8

前回調査 (816) 27.8 55.7

都区部 (163) 36.8 56.4

全国 (3,059) 40.5 54.3

今回調査 (367) 22.7 53.4

前回調査 (481) 26.8 57.8

都区部 (82) 34.1 59.8

全国 (1,655) 37.0 58.5

今回調査 (263) 32.0 50.2

前回調査 (330) 29.1 53.0

都区部 (81) 39.5 53.1

全国 (1,404) 44.7 49.4

ｎ

5.3

6.7

8.8

2.5

5.2

7.3

8.3

6.5

5.2

6.2

9.4

22.5

30.1

31.7

20.2

21.6

26.8

28.7

25.5

23.9

33.3

35.3

26.3

33.7

34.8

30.2

29.9

37.8

37.0

24.0

20.9

29.6

32.2

29.4

22.7

19.5

23.2

27.9

22.0

21.5

26.2

32.1

23.5

17.2

12.9

6.7

5.1

22.9

12.1

6.1

4.5

17.1

14.2

7.4

5.8

3.6

1.1

3.3

0.8

3.6

(%)
4.1 22.4 27.5 24.3 20.5

1.1

全
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性
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性
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と
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え

ば

反

対

反

対

わ

か
ら

な

い

無

回
答

＜賛成＞ ＜反対＞ 

■性別役割分担には男女ともに過半数が反対しており、性別役割分担意識の解消は進みつつあると思えるが、

強い反対意識がわずかに減少していることや「わからない」が増加していることは、今後継続して性別役割分担

意識の解消に向けた啓発が必要であると考えられます。 
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【女性が職業をもつことについて】（都区部・全国、前回調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前回調査より、【一時中断型】は減少し、【継続就業型】は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

５ 子育て・教育について 

 

【育児やしつけ・家庭教育の家族内の分担状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆女性は「主に自分」が 49.1％と「自分とパートナー」（30.3％）を上回っています。一方、男

性は「自分とパートナー」が 35.7％と「主に自分」（9.3％）を上回り、男女で逆転しています。 

  

  全  体 (350)

女性 (218)

男性 (129)

49.1

9.3

0.9

26.4

30.3

35.7

6.0

9.3

0.5

2.3

13.3

17.1

(%)ｎ

34.0 10.3 32.0 7.1

1.1

15.4

(%)

主
に

自
分

主
に

パ
ー

ト

ナ
ー

自
分

と
パ
ー

ト
ナ
ー

主
に

家
族

そ
の

他
の
人

無
回

答

今回調査 (633)

前回調査 (816)

都区部 (163)

全国 (3,059)

今回調査 (367)

前回調査 (481)

都区部 (82)

全国 (1,655)

今回調査 (263)

前回調査 (330)

都区部 (81)

全国 (1,404)

38.4

24.5

26.3

33.8

41.4

23.2

28.0

32.3

33.9

25.9

24.3

35.3

57.1

54.2

45.0

34.9

62.2

55.3

43.3

36.1

51.9

52.9

(%)ｎ

33.3 44.1

(%)

子
育

て
の
時

期
だ

け

一
時

や
め
て
、

そ

の

後
は

ま
た
職

業
を

も

つ
方

が
よ
い

結
婚

・
出
産

に
関

わ

ら
ず
、

ず
っ

と
職

業

を
も

つ
方
が

よ
い

全
体

女
性

男
性

【一時中断型】 【継続就業型】 

■職場の活性化、女性の活躍推進の観点からも制度等の周知や環境改善の促進を図るために、事業所への情

報提供や啓発が必要です。 

■就労継続型の増加は、男女共同参画の考え方の促進が図られていることがうかがえます。女性が結婚・出産

等を経験しながら働き続けたいという働き方への意識が高まっているとみられます。 
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自立心のある人

責任感のある人

決断力のある人

思いやりや優しさのある人

素直な人

礼儀正しい人

知性豊かな人

経済力のある人

家庭・ 家族を大切にする人

無回答

35.9

51.3

14.7

63.7

11.8

23.4

16.0

18.8

34.8

6.6

38.7

48.8

14.7

62.1

10.1

21.0

16.6

20.4

38.7

7.1

31.6

55.1

14.8

66.2

14.1

26.6

15.2

16.3

28.9

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)

自立心のある人

責任感のある人

決断力のある人

思いやりや優しさのある人

素直な人

礼儀正しい人

知性豊かな人

経済力のある人

家庭・家族を大切にする人

無回答

29.7

29.2

6.8

77.1

26.5

31.4

18.2

6.2

43.3

6.6

35.7

30.8

6.3

76.3

24.0

28.9

17.7

7.1

41.4

7.6

21.3

27.0

7.6

78.3

30.0

35.4

19.0

4.9

45.2

5.3

0 20 40 60 80 100

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)

【働き方状況による育児やしつけ・家庭教育について夫と妻の分担状況】 

 

 

◆共働き、準共働き、非共働きと

も、「自分とパートナー」が最

も高くなっています。中でも共

働きは最も高く 56.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

【家庭の教育方針】 

男の子に対して               

 

 

◆家庭教育で重視することは、“思

いやりや優しさ”が最も多くなっ

ています。 

 

◆男の子には、責任感、自立心、家

庭・家族の大切さを求める傾向が

みられます。 

 

 

 

 

 

女の子に対して 

 

 

◆女の子には、家庭・家族の大切さ、

礼儀正しさを求める傾向があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (255)

共働き (87)

準共働き (69)

非共働き (96)

31.0

33.3

31.3

8.0

15.9

17.7

56.3

40.6

33.3

1.1

1.4

5.2

3.4

8.7

12.5

(%)
ｎ

31.4 14.1 43.5

2.7

8.2

(%)

主
に

自
分

主
に

パ
ー

ト

ナ
ー

自
分

と
パ
ー

ト
ナ
ー

主
に

家
族

そ
の

他
の
人

無
回

答



9 

６ 社会活動について 

 

【社会活動の参加状況】           

 

◆社会活動に「参加していない」が

最も多く、50％を超えています。

参加している社会活動は「地域活

動」が最も多く、「愛好会グルー

プ活動」が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性の参画が期待される分野】 

 

 

◆区の政策で女性の参画が求めら

れる分野・領域として、「福祉」

が最も多く、次に、「まちづくり」、

「教育・文化」、「観光」（40％台）

と続きます。さらに、環境、地域

おこし（30％台）、防災・災害復

興、人権、産業（20％台）など

があがり、様々な分野で女性の参

画が期待されていることがわか

ります。 

 

 

 

 

 

  

ボランティア活動（障害者・高齢者などに対する
福祉ボランティア、生涯学習ボランティアなど）

公的委員活動（民生委員、児童委員、
福祉委員、各種審議委員など）

地域活動（町会、自治会、消防団、婦人会、青
年会、商工会議所など）

青少年健全育成活動（ＰＴＡ活動、子ども会、
ボーイスカウト、ガールスカウト、

スポーツ少年団、健全育成会など）

消費生活・環境保全活動（消費者活動、
リサイクル運動、清掃活動など）

社会福祉活動（福祉施設訪問等のボランティア
など）

愛好会グループ活動（趣味のサークル、
スポーツ活動、公民館の学習活動など）

国際交流活動（通訳、ホームスティ、留学生の
世話、難民の支援など）

宗教団体のための活動

政党・労働組合等の活動

その他

参加していない

無回答

7.1

1.4

17.9

7.3

4.9

0.8

11.4

1.6

3.5

2.4

1.6

59.1

1.9

7.6

0.8

15.8

7.9

4.9

0.5

12.3

2.2

3.3

1.4

0.8

61.9

1.6

6.5

2.3

20.5

6.5

4.9

1.1

10.3

0.8

3.8

3.8

2.7

55.1

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)

防災・災害復興

地域おこし

まちづくり

教育・文化

人権

福祉

産業

観光

環境

その他の分野、領域

特に女性の参画の必要はない

無回答

26.2

39.0

45.5

45.2

22.6

48.5

20.9

41.4

36.3

3.8

3.8

3.6

27.0

33.8

43.1

45.5

21.0

45.5

19.9

36.2

33.2

2.7

3.8

4.4

24.7

46.4

49.4

44.5

25.1

52.5

22.4

49.0

41.1

5.3

3.8

2.7

0 10 20 30 40 50 60

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)
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７ 女性の健康 

 

【性や妊娠・出産の自己決定に必要な施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆性や妊娠・出産の自己決定に必要な施策について、「喫煙や薬物等、男女の健康への害についての状

況提供・相談体制の充実」が最も多くなっています 

 

８ 人権問題について 

 

【暴力被害の経験】   

 

◆男女ともに「特にない」が一番多

くなっています。一方、不愉快な

経験は、男性が２割半ばに対し、

女性は約４割と、女性の方が不愉

快な経験を多く受けています。女

性が受けた不愉快な経験には、

「異性に身体をさわられた」「差

別的な言い方をされた」、「容姿に

ついて傷つくようなことを言わ

れた」などが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

  

命の危険を感じるくらいの暴力をうけた

医師の治療が必要となる程度の暴力を受けた

医師の治療は必要ではなかったが、
暴力は受けた

何を言っても無視された

交友関係や電話、メール、ＳＮＳを細かく
監視された

行動を制限された

「誰のおかげで生活できるんだ」とか
「かいしょうなし」と言われた

「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な
言い方をされた

容姿について傷つくようなことを言われた

大声で怒鳴られた

生活費を渡さない

嫌がっているのに性的行為を強要された

見たくもないのにポルノビデオやポルノ雑誌を
見せられた

避妊に協力してもらえない

特にない

無回答

0.8

0.8

4.7

5.4

3.5

5.5

4.9

4.7

5.4

10.7

4.6

2.5

0.5

1.9

70.0

4.4

1.4

1.1

7.1

5.4

3.0

6.5

6.5

5.4

7.6

12.8

7.6

3.8

0.8

3.3

64.3

4.4

-

0.4

1.1

4.9

4.2

4.2

2.7

3.4

2.3

7.6

0.4

0.8

-

-

78.3

4.6

0 20 40 60 80 100

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)

子どもの成長と発育に応じた性教育

性や妊娠・出産についての情報提供・相談体制
の充実

喫煙や薬物等、男女の健康への害についての
状況提供・相談体制の充実

性感染症（カンジダ症、クラミジア感染症など）
についての情報提供・相談体制の充実

更年期についての情報提供・相談体制の充実

その他

特にない

無回答

22.7

17.4

53.2

10.7

30.8

7.0

13.4

1.7

26.4

19.9

49.9

9.8

31.9

6.3

13.4

1.6

17.9

13.7

57.8

11.8

29.3

8.0

13.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)
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誰（どこ）に相談してよいかわからなかったから

恥ずかしかったから

相談しても無駄だと思ったから

相談したことがわかると、仕返しやもっとひどい
暴力を受けると思ったから

相談することによって不快な思いをすると
思ったから

自分さえ我慢すれば、このまま何とか
やっていけると思ったから

世間体が悪いから

被害を受けたことを忘れたかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

その他

無回答

15.6

6.7

30.4

5.9

8.9

26.7

3.0

3.7

28.9

50.4

2.2

1.5

14.4

6.7

30.0

8.9

7.8

27.8

3.3

4.4

20.0

47.8

3.3

2.2

18.6

7.0

30.2

-

9.3

25.6

2.3

2.3

46.5

58.1

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 n=(135)  

女性 n=(90)  

男性 n=(43)  

(%)

【被害の相談状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相談しなかった（できなかった）・相談しようと思わなかった理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「相談しようと思わなかった」が最も多くなっています。相談しなかった・相談しようと思わな

かった理由は、男女ともに「相談するほどのことではないと思ったから」が最も多く、男性は、

「自分にも悪いところがあると思ったから」が多くなっています。 

 

  

  全  体 (162)

女性 (115)

男性 (45)

21.7

2.2

25.2

22.2

53.0

73.3

2.2

(%)
ｎ

16.0 24.7 58.6

0.6

(%)

相
談

し
た

相
談

し
な
か
っ

た

（

で

き
な
か
っ

た
）

相
談

し
よ
う

と
思

わ

な
か
っ

た

無
回

答
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９ セクシュアル・ハラスメント 
 

【セクシュアル・ハラスメントの経験】   

 

 

◆男女ともに「特にない」が一番多

くなっています。一方、不愉快な

経験は、男性が２割半ばに対し、

女性は約４割と女性の方が不愉

快な経験を多く受けています。女

性が受けた不愉快な経験には、

「異性に身体をさわられた」「差

別的な言い方をされた」、「容姿に

ついて傷つくようなことを言わ

れた」などが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 男女平等について 

 

【各分野の男女の地位】 

 

◆“女性優遇”は『家庭生活』

（19.7％）、“平等”は『学

校教育』（56.1％）が第一位

です。“男性優遇”は『全体

と し て の 現 在 の 日 本 』

（73.6％）と『しきたりや

慣習』（70.6％）が他を引き

離しています。 

 

 

 

 

 

  

いやがっているのに卑猥な話や猥談を
聞かされた

「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な
言い方をされた

異性に身体をさわられた

宴会でお酒やデュエットを強要された

交際を強要された

性的な行為を強要された

性的な噂をたてられた

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

容姿について傷つくようなことを言われた

帰宅途中などに後をつけられたり、
つきまとわれたりした

プライバシーに関することや性的な内容の手紙
や電話を受けた

ヌード写真や卑猥な雑誌を目につくところに
置かれたり、貼られたりした

その他

特にない

無回答

8.1

11.5

10.4

9.6

0.9

1.3

2.5

9.2

10.3

4.9

0.8

0.9

2.1

62.9

4.7

10.6

14.7

17.2

12.0

1.6

2.2

3.5

10.6

13.1

8.4

1.4

1.1

2.7

54.5

3.5

4.6

7.2

1.1

6.1

-

-

1.1

6.8

6.5

-

-

0.8

1.1

74.9

6.1

0 20 40 60 80

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)

■『全体として現在の日本では』で「男性優遇」が７割を占めるなど社会全体の男女共同参画の実現度も低いこ

とから、啓発をはじめとした継続的な取組が必要であることが考えられます。 

＜女性優遇＞ ＜男性優遇＞ 

19.7 33.2 32.3

8.0 25.0 54.2

4.0 56.1 10.5

3.5 21.2 46.0

8.0 30.3 36.8

2.7 13.0 70.6

4.1 10.9 73.6

④地域社会では（町会・
自治会など地域活動の場）

⑤法律や制度上では

⑥しきたりや慣習では

⑦全体として現在の日本では

n = (633)

①家庭生活では

②職場では

③学校教育では

1.7

0.5

0.3

0.9

0.3

0.6

6.3

3.5

3.2

7.1

2.4

3.5

25.0

56.1

21.2

30.3

13.0

10.9

35.1

8.4

32.7

25.9

38.4

47.1

19.1

2.1

13.3

10.9

32.2

26.5

8.7

24.8

25.9

20.5

10.4

8.1

4.1

4.7

3.5

4.3

3.3

3.3

(%)
7.7 12.0 33.2 23.1 9.2 11.7 3.2

女
性
優
遇

平

等

男
性
優
遇

女

性
が

優

遇
さ

れ

て

い

る

や

や
女

性

が
優

遇

さ

れ

て
い

る

平

等
で

あ

る

や

や
男

性

が
優

遇

さ

れ

て
い

る

男

性
が

優

遇
さ

れ

て

い

る

わ

か
ら

な

い

無

回
答
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【区の方針決定過程への女性の参画促進】 

 

◆政治や行政において、企画や方針

決定の過程で女性の参画を進め

ていくために必要なことは、「区

が女性職員の登用・教育訓練など

に目標を設けたり、女性職員の管

理・監督者昇任受験を促す計画を

作成する」が最も多く、50％弱

にのぼります。 

 

 

11 男女共同参画用語の認知度 

 

【男女共同参画関連用語の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆『ＤＶ防止法』が最も認知度が高く、「内容まで知っている」は約２割です。『墨田区女性と男性

の共同参画基本条例』の認知度も 21.7％となっています。  

女性 (367) 53.7

男性 (263) 58.5

女性 (367) 80.9

男性 (263) 82.1

女性 (367) 52.3

男性 (263) 53.6

女性 (367) 24.0

男性 (263) 18.6

女性 (367) 23.2

男性 (263) 17.8

女性 (367) 63.8

男性 (263) 64.2

女性 (367) 69.7

男性 (263) 66.9

女性 (367) 61.1

男性 (263) 64.3

女性 (367) 27.0

男性 (263) 13.6

ｎ

14.4

21.0

19.4

8.4

7.2

3.8

1.1

2.5

1.5

32.2

26.2

35.4

33.8

30.0

27.8

6.0

1.1

44.1

59.9

62.7

43.9

46.4

20.2

17.5

20.7

16.3

31.6

38.0

34.3

33.1

31.1

36.5

21.0

12.5

38.8

15.5

15.6

44.1

43.7

71.9

79.1

71.9

79.1

31.3

32.7

25.1

29.3

34.1

33.1

68.7

83.7

2.7

3.5

2.3

3.5

2.7

4.1

2.3

4.9

3.0

4.9

3.0

5.2

3.8

4.9

2.7

4.4

2.7

(%)
12.3 41.4 42.8 3.5

①男女共同参画

社会基本法

②ＤＶ防止法

③女性活躍推進法

④墨田区女性と男性の

共同参画基本条例

⑤墨田区男女共同

参画推進プラン

⑥ジェンダー

（社会的性別）

⑦ＬＧＢＴ

（性的マイノリティ）

⑧仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・

バランス）

⑨墨田区男女共同
参画情報誌

「すずかけ」

認
知
度

内
容
ま
で
知
っ
て

い
る

知
ら
な
い

無
回
答

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

内
容
は
知
ら
な
い

政治や行政について、女性の意見を高めるた
めのセミナーなどを積極的に開催する

区が女性職員の登用・教育訓練などに目標を
設けたり、女性職員の管理・監督者昇任受験を

促す計画を作成する

審議会や委員会などの委員に女性を優先的に
任命する

政党が選挙の候補者に一定の割合で女性を
含めるようにする

その他

特に女性の参画を進めることが必要だとは
思わない

無回答

35.1

47.4

21.6

21.6

5.4

13.9

3.9

36.2

51.2

19.3

21.3

4.9

11.7

3.3

33.1

42.6

25.1

22.4

6.1

16.3

4.9

0 10 20 30 40 50 60

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)

＜認知度＞ 
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【男女共同参画関連用語】  

 

●「男女共同参画社会基本法」とは 

男女共同参画社会の形成に関し基本理念を定め、国、地方公共団体及び国民の責務を明らかにする

とともに、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の基本となる事項を定め、男女共同参画社会

の形成を総合的かつ計画的に推進する根拠となる法律です。平成 11 年６月に公布、施行されました。 

●「ＤＶ防止法」とは 

配偶者からの暴力に係る通報、相談、保護、自立支援等の体制を整備し、配偶者からの暴力の防止

及び被害者の保護を図ることを目的とする法律です（平成 16 年公布、施行）。「配偶者」には婚姻の

届出をしていない「事実婚」を含むほか男性、女性の別を問いません。また、離婚後も引き続き暴力

を受ける場合を含みます。「暴力」は身体に対する暴力又はこれに準ずる心身に有害な影響を及ぼす

言動を指します。 

●「女性活躍推進法（女性の職業生活における活躍の推進に関する法律)」とは 

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律です（平成 27 年公布、施行）。働く場面で活躍

したいという希望を持つすべての女性が、その個性と能力を十分に発揮できる社会を実現するために、

女性の活躍推進に向けた数値目標を盛り込んだ行動計画の策定・公表や、女性の職業選択に資する情

報の公表が事業主（国や地方公共団体、民間企業等※）に義務付けられました。※常時雇用する労働

者が 300人以下の民間企業等にあっては努力義務です。 

●「墨田区女性と男性の男女共同参画基本条例」とは 

男女共同参画社会を実現するため、男女共同参画社会の形成の基本理念を定め、区、区民、事業者

及び地域団体の責務を明らかにするとともに、区の施策の基本的事項を定める条例で、平成 18 年 4 

月に施行しました。名称を「男女」ではなく、女性の地位と活躍を重視し「女性と男性」としている

点が特徴です。 

●「墨田区男女共同参画推進プラン」とは 

「墨田区女性と男性の共同参画基本条例」に基づく「行動計画」として、区の男女共同参画施策を

総合的、計画的に推進するための骨格になるものです。 

●「ジェンダー（社会的性別）」とは 

人間には生まれついての生物学的性別（セックス／sex）があります。一方、社会通念や慣習の中

には社会によって作り上げられた「男性像」「女性像」があり、このような男性、女性の別を「社会

的・文化的に形成された性別」（ジェンダー／gender）といい、国際的にも使われています。 

●「ＬＧＢＴ（性的マイノリティ）」とは 

LGBT（L：女性の同性愛者（Lesbian，レズビアン）G：男性の同性愛者（Gay，ゲイ）B：両性

愛者（Bisexual，バイセクシュアル）T：性同一性障害（Transgender，トランスジェンダー）の

頭文字をとった総称です。 

●「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」とは 

仕事と生活の調和のことです。個人が仕事上の責任を果たしつつ、結婚や育児をはじめとする家族

形成のほか、介護やキャリア形成、地域活動への参加など、ライフステージに応じた多様なライフス

タイルを選択・実現できるようになることをいいます。 

●「墨田区男女共同参画情報誌『すずかけ』」とは 

すみだ女性センターで活動する、公募区民による編集委員が企画・取材・編集した特集記事を中心

とした冊子で、年２回発行しています。  



15 

12 すみだ女性センターについて 

 

【すみだ女性センターの認知度】 

 

◆全体で、「利用したことがある」

「知っているが、利用したことは

ない」を合せると半数以上がすみだ

女性センターを認知しています。 

 

 

 

 

 

【すみだ女性センターで重点的に行うべき講座】 

 

 

◆「子育てをする母親のための講座」

が最も多くなっており、「女性の

健康に関する講座」「男性の家庭

参画を進める実践的な講座」が続

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すみだ女性センター（愛称「すずかけ」）は、男性・女性を問わず広く社会に目を向け、自覚を

持って地域活動を進める区民の場として、平成２年７月に開館しました。現在、すみだ女性センタ

ーでは、男女共同参画社会の実現に向けた拠点施設として、意識啓発や人材育成、講演会の開催、

団体活動の支援等を行っています。一時保育付きの講座もあります。是非ご利用ください。  

  住所：墨田区押上 2-12-7-111 電話：03-5608-1771／ﾌｧｯｸｽ：03-5608-1770 

 

すみだ女性センターでは、『女性のためのカウンセリング＆ＤＶ相談』を行っています。専門のカ

ウンセラーが、女性の持つさまざまな悩みを解決するお手伝いをします。ひとりで悩まず、お気軽

にご相談ください。（利用は無料、予約制）                電話：03-5608-1771 

  

女性の地域活動リーダーを育てる講座

男性の地域参加促進のための講座

男女平等問題について啓発をする講座

男性の家庭参画を進める実践的講座

女性が区政について学ぶ講座

女性が会社をはじめたり経営をしたりするための
講座

子育てをする母親のための講座

女性の健康に関する講座

ＤＶに関する講座

その他

無回答

21.8

13.1

18.6

24.2

19.3

20.5

42.7

31.0

11.7

2.7

9.5

19.1

10.4

16.1

23.4

24.5

23.2

41.7

35.1

9.0

3.0

8.4

25.9

16.7

22.4

25.5

11.8

17.1

44.1

25.1

15.6

2.3

11.0

0 10 20 30 40 50

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)

すみだ女性センター 

  全  体 (633)

女性 (367)

男性 (263)

12.5

5.3

48.8

33.5

37.3

59.7

1.4

1.5

(%)ｎ

9.5 42.5 46.4

1.6

(%)

利
用

し
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こ

と
が

あ

る 知
っ

て
い
る

が
、

利

用
し

た
こ
と

は
な

い

施
設

が
あ
る

こ
と

を

知
ら

な
い

無
回

答



16 

墨田区男女共同参画に関する調査結果報告書（概要版） 

平成３０年３月 

発行：墨田区総務部人権同和・男女共同参画課 

東京都墨田区吾妻橋１－２３－２０ 

電話：０３－５６０８－１１１１（代表） 

13 男女共同参画推進にあたって必要な施策 
 

【男女共同参画推進施策について】 

 

◆「育児、保育施設の充実」が一番

多く、次に、「高齢者、障害者や

病人の在宅介護サービスや施設

の充実」「学校で男女共同参画に

ついての教育の充実」と続いてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜男女別ランキング＞                                 （％） 

順位 女性 男性 

１ 育児、保育施設の充実         43.9 育児、保育施設の充実          46.0 

２ 
高齢者、障害者や病人の在宅介護サービスや施設の充
実 

37.3 学校で男女共同参画についての教育の充実 29.3 

３ 
就労機会や労働条件の男女格差を是正するための 
働きかけ 

28.6 
高齢者、障害者や病人の在宅介護サービスや施設の充
実 

26.6 

４ 学校で男女共同参画についての教育の充実 27.2 男女共同参画に関する情報提供や学習機会の充実 26.2 

５ あらゆる分野における女性の積極的な登用 23.4 あらゆる分野における女性の積極的な登用 24.7 

６ 男女共同参画に関する情報提供や学習機会の充実 21.5 
就労機会や労働条件の男女格差を是正するための 
働きかけ 

23.2 

７ 女性の職業教育・訓練機会の充実 14.7 健康づくりのための検診体制や相談体制の充実 13.7 

８ 健康づくりのための検診体制や相談体制の充実 11.7 女性の職業教育・訓練機会の充実 11.8 

９ 男女共同参画に関する施策の国・都への働きかけ 11.2 政策決定・意思決定への女性の参画促進 10.3 

10 政策決定・意思決定への女性の参画促進 9.5 男女共同参画に関する施策の国・都への働きかけ 9.5 

11 男女共同参画の視点に立った相談事業の充実 5.7 男女共同参画の視点に立った相談事業の充実 6.1 

12 男女共同参画に関する国際的な交流・情報収集の促進 5.2 男女共同参画に関する国際的な交流・情報収集の促進 5.3 

 

 

 

 

学校で男女共同参画についての教育の充実

男女共同参画に関する情報提供や学習機会の
充実

女性の職業教育・訓練の機会の充実

就労機会や労働条件の男女格差を是正
するための働きかけ

育児・保育施設の充実

あらゆる分野における女性の積極的な登用

政策決定・意思決定への女性の参画促進

高齢者、障害者や病人の在宅介護サービスや
施設の充実

健康づくりのための検診体制や相談体制の充
実

男女共同参画の視点に立った相談事業の充実

男女共同参画に関する国際的な交流・
情報収集の促進

男女共同参画に関する施策の国・都への
働きかけ

その他

無回答
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12.6

5.8

5.4

10.4

2.4

4.3

27.2

21.5

14.7

28.6

43.9

23.4

9.5

37.3

11.7

5.7

5.2

11.2

2.2

3.0

29.3

26.2

11.8

23.2

46.0

24.7

10.3

26.6

13.7

6.1

5.3

9.5

2.7

6.1

0 10 20 30 40 50

全 体 n=(633)  

女性 n=(367)  

男性 n=(263)  

(%)


